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二
、
月
令
に
関
す
る
諸
問
題 

  

五
行
説
に
は
元
来
様
々
な
系
統
が
存
在
し
た
が
、
前
漢
末
の
劉
歆
は
相
異
な
る
五
行
・

十
二
辰
を
、
月
令
の
配
当
に
よ
っ
て
統
一
し
、
体
系
化
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
試
み
は
、

後
漢
に
至
っ
て
、
む
し
ろ
他
の
系
統
の
五
行
説
に
よ
っ
て
月
令
の
配
当
に
つ
い
て
解
釈
し

直
し
た
り
、
甚
だ
し
く
は
内
容
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
新
た
な
時
令
説
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
。

つ
ま
り
、
劉
歆
が
系
統
間
の
垣
根
を
取
り
払
っ
た
た
め
に
、
む
し
ろ
月
令
以
外
の
系
統
に

基
づ
い
て
月
令
の
内
容
を
議
論
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

本
節
で
は
、
後
漢
期
、
も
し
く
は
後
漢
以
降
と
考
え
ら
れ
る
文
献
に
見
え
る
、
月
令
の

配
当
・
文
面
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

五
臓
の
配
当 

 

『
礼
記
正
義
』
月
令
疏
の
引
く
『
五
経
異
義
』
並
び
に
『
駁
五
経
異
義
』
に
は
、
五
臓

の
配
当
を
巡
る
議
論
が
見
え
る
。 

 

異
義
云
、
今
文
尚
書
歐
陽
説
、
肝
、
木
也
。
心
、
火
也
。
脾
、
土
也
。

肺
、
金
也
。
腎
、
水
也
。
古
尚
書
説
、
脾
、
木
也
。
肺
、
火
也
。
心
、

土
也
。
肝
、
金
也
。
腎
、
水
也
。
許
慎
案
、
月
令
、
春
祭
脾
、
夏
祭
肺
、

季
夏
祭
心
、
秋
祭
肝
、
冬
祭
腎
。
與
古
尚
書
同
。
鄭
駮
之
云
、
月
令
祭

四
時
之
位
、
及
其
五
藏
之
上
下
次
之
耳
。
冬
位
在
後
、
而
腎
在
下
。
夏

位
在
前
、
而
肺
在
上
。
春
位
小
前
、
故
祭
先
脾
。
秋
位
小
却
、
故
祭
先

肝
。
腎
也
、
脾
也
、
俱
在
鬲
下
。
肺
也
、
心
也
、
肝
也
、
俱
在
鬲
上
。

祭
者
必
三
、
故
有
先
後
焉
。
不
得
同
五
行
之
氣
。
今
醫
病
之
法
、
以
肝

爲
木
、
心
爲
火
、
脾
爲
土
、
肺
爲
金
、
腎
爲
水
、
則
有
瘳
也
。
若
反
其

術
、
不
死
爲
劇
。 

『
五
経
異
義
』
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
今
文
尚
書
の
欧
陽
説
で
は(

1)

、
肝
臓

が
木
、
心
臓
が
火
、
脾
臓
が
土
、
肺
が
金
、
腎
臓
が
水
に
当
た
る
。
古
尚
書
説
で
は
、

脾
臓
が
木
、
肺
が
火
、
心
臓
が
土
、
肝
臓
が
金
、
腎
臓
が
水
に
当
た
る
。
私
許
慎
が

考
え
る
に
、
月
令
で
は
、
春
に
脾
臓
を
祭
り
、
夏
に
肺
を
祭
り
、
季
夏
に
心
臓
を
祭

り
、
秋
に
肝
臓
を
祭
り
、
冬
に
腎
臓
を
祭
る
。
こ
れ
は
古
尚
書
説
と
同
じ
で
あ
る
」。

鄭
玄
（
『
駁
五
経
異
義
』
）
が
こ
れ
に
反
駁
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
月
令
で
は

四
時
の
位
を
祭
る
の
で
、
五
臓
の
上
下
に
応
じ
て
並
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
冬
の

位
は
後
ろ
で
あ
り
、
腎
臓
も
下
方
に
あ
る
。
夏
の
位
は
前
で
あ
り
、
肺
も
上
に
あ
る
。

春
の
位
は
や
や
前
で
あ
る
か
ら
、
「
祭
祀
で
は
脾
臓
を
初
め
に
供
え
る
」
の
だ
。
秋

の
位
は
や
や
後
ろ
で
あ
る
か
ら
、
「
祭
祀
で
は
肝
臓
を
初
め
に
供
え
る
」
の
だ
。
腎

臓
・
脾
臓
は
い
ず
れ
も
横
隔
膜
の
下
に
あ
る
。
肺
・
心
臓
・
肝
臓
は
、
い
ず
れ
も
横

隔
膜
の
上
に
あ
る
。
祭
祀
で
は
三
者
を
用
い
る
の
で
、
祭
る
順
番
に
先
後
が
あ
る
の

だ
。
こ
れ
は
各
臓
器
が
持
つ
五
行
の
気
と
は
対
応
し
な
い
。
ま
た
、
今
の
病
気
を
治

す
医
法
で
は
、
肝
臓
を
木
と
し
、
心
臓
を
火
と
し
、
脾
臓
を
土
と
し
、
肺
を
金
と
し
、

腎
臓
を
水
と
し(

2)

、
（
こ
れ
に
基
づ
く
か
ら
）
病
気
を
治
せ
る
の
だ
。
も
し
こ
の

方
法
に
反
し
た
ら
、
死
な
な
い
ま
で
も
ひ
ど
い
こ
と
に
な
る
の
だ
」 

 

許
慎
・
鄭
玄
が
引
く
諸
説
を
整
理
す
る
と
、
今
文
尚
書
説
と
医
学
説
で
は
「
肝
―
―
木
、

心
―
―
火
、
脾
―
―
土
、
肺
―
―
金
、
腎
―
―
水
」
で
あ
り
、
古
尚
書
説
と
月
令
で
は
「
脾

―
―
木
、
肺
―
―
火
、
心
―
―
土
、
肝
―
―
金
、
腎
―
―
水
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
許
慎
は

月
令
説
に
従
う
一
方
で
、
鄭
玄
は
月
令
説
を
五
行
と
は
関
係
し
な
い
と
見
な
し
て
、
医
学

説
を
採
る
。 

 

後
漢
当
時
に
於
い
て
、
今
文
尚
書
・
医
学
側
の
「
肝
―
―
木
、
心
―
―
火
、
脾
―
―
土
、
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肺
―
―
金
、
腎
―
―
水
」
と
い
う
説
は
有
力
だ
っ
た
よ
う
で
、『
孝
経
援
神
契
』(

3)

・『
春

秋
元
命
包
』(

4)

と
い
っ
た
緯
書
に
見
え
る
他
、
『
釈
名
』
に
も
肝
臓
を
木
に
配
当
す
る

説
が
記
載
さ
れ
て
い
る(

5)

。 

一
方
、
月
令
の
説
も
捨
て
難
か
っ
た
。
前
引
の
よ
う
に
鄭
玄
が
臓
器
の
位
置
を
元
に
し

た
説
明
を
展
開
し
て
い
る
他
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
『
白
虎
通
義
』
も
ま
た
、
緯
書
や
医
学

説
に
従
い
な
が
ら
も
、
月
令
に
符
合
さ
せ
よ
う
と
議
論
し
て
い
る
。
以
下
、
五
祀
篇
の
文

で
あ
る
。 

 

月
令
、
春
言
其
祀
戸
、
祭
先
脾
、
夏
言
其
祀
竈
、
祭
先
肺
、
秋
言
其
祀

門
、
祭
先
肝
、
冬
言
其
祀
井
、
祭
先
腎
、
中
央
言
其
祀
中
霤
、
祭
先
心
。

春
祀
戸
、
祭
所
以(

特)
[

時]
(

6)
。
先
脾
者
、
何
。
脾
者
、
土
也
。
春

木
主
、
煞
土
、
故
以
所
勝
祭
之
也
。
是
冬
腎
、
六
月
心
、
非
所
勝
者
。

以
祭
、
何
。
以
爲
土
位
在
中
央
、
至
尊
、
故
祭
以
心
。
心
者
藏
之
尊
者
。

水
最
卑
、
不
得
食
其
所
勝
。 

月
令
に
於
い
て
、
春
で
は
「
五
祀
は
戸
に
当
た
り
、
祭
祀
で
は
脾
臓
を
初
め
に
供
え

る
」、
夏
で
は
「
五
祀
は
竈
に
当
た
り
、
祭
祀
で
は
肺
を
初
め
に
供
え
る
」、
秋
で
は

「
五
祀
は
門
に
当
た
り
、
祭
祀
で
は
肝
臓
を
初
め
に
供
え
る
」
、
冬
で
は
「
五
祀
は

井
に
当
た
り
、
祭
祀
で
は
腎
臓
を
初
め
に
供
え
る
」
、
中
央
で
は
「
五
祀
は
中
霤
に

当
た
り
、
祭
祀
で
は
心
臓
を
初
め
に
供
え
る
」
と
言
う
。
春
に
戸
を
祀
る
の
は
、
時

宜
に
合
う
も
の
を
祭
る
の
で
あ
る
。
「
脾
臓
を
先
に
供
え
る
」
と
い
う
の
が
何
故
か

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
脾
臓
は
土
に
当
た
る
。
春
は
木
が
主
で
あ
り
、
（
五
行
相

勝
に
よ
っ
て
）
土
を
殺
す
。
そ
こ
で
負
か
し
た
土
を
祭
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
冬
は

腎
臓
、
六
月
は
心
臓
、
つ
ま
り
負
か
す
対
象
で
は
な
い
。
こ
れ
を
祭
る
の
が
ど
う
い

う
こ
と
か
と
い
う
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
土
の
位
は
中
央
と
さ
れ
、
至
尊
で
あ
る

の
で
、
心
臓
を
祭
る
の
で
あ
る
。
心
臓
は
最
も
尊
い
臓
器
で
あ
る
。
水
は
最
も
卑
賤

で
あ
る
の
で
、
負
か
す
対
象
を
食
す
の
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
「
肝
―
―
木
、
心
―
―
火
、
脾
―
―
土
、
肺
―
―
金
、
腎
―
―
水
」
の
配
当

を
採
っ
た
上
で(

7)

、
月
令
の
祭
祀
が
「
春
―
―
脾
、
夏
―
―
肺
、
中
央
土
―
―
心
、
秋

―
―
肝
、
冬
―
―
腎
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
以
所
勝
祭
之
」
「
至
尊
」
「
至
卑
」
と

い
う
三
種
の
論
法
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
。
や
は
り
鄭
注
同
様
に
苦
し
い
理
屈
だ
が
、

そ
も
そ
も
異
な
る
系
統
の
説
を
符
合
さ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
苦
し
い
の
は
当
然
で
あ
る
。 

 

後
漢
末
に
な
る
と
、
鄭
玄
の
他
に
、
高
誘
も
ま
た
五
臓
の
配
当
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

る
。
以
下
、
月
令
の
「
春
―
―
脾
、
夏
―
―
肺
、
中
央
土
―
―
心
、
秋
―
―
肝
、
冬
―
―

腎
」
と
い
う
配
当
に
つ
い
て
論
じ
た
、
高
誘
の
『
呂
氏
春
秋
注
』
を
引
く(

8)

。 

 

脾
屬
土
。
陳
俎
豆
、
脾
在
前
、
故
曰
、
祭
先
脾
。
春
木
勝
土
、
先
食
所

勝
也
。
一
説
、
脾
、
屬
木
、
自
用
其
藏
也
。 

脾
は
土
に
属
す
。
俎
豆
を
陳
列
す
る
際
に
、
脾
が
前
に
置
か
れ
る
の
で
、
本
文
で
「
祭

祀
で
は
脾
臓
を
初
め
に
供
え
る
」
と
言
う
の
だ
。
春
の
木
は
土
に
勝
ち
、
負
か
し
た

土
に
当
た
る
も
の
を
最
初
に
食
す
の
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
脾
は
木
に
属
し
、
同
じ

五
行
に
属
す
臓
器
を
用
い
る
の
だ
と
も
言
う
。 

 

肺
、
金
也
。
祭
神
之
先
進
肺
、
用
其
勝
也
。
一
曰
、
肺
、
火
、
用
自
其

藏
。 

肺
は
、
金
に
当
た
る
。
神
を
祭
る
際
に
ま
ず
肺
か
ら
捧
げ
る
の
は
、
（
火
・
夏
が
）

負
か
す
金
に
当
た
る
も
の
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
肺
は
火
に
当
た
り
、

同
じ
五
行
に
属
す
臓
器
を
用
い
る
の
だ
と
も
言
う
。 

 

祭
祀
之
肉
、
先
進
心
。
心
、
火
也
。
用
所
勝
也
。
一
曰
、
心
、
土
、
自
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用
其
蔵
也
。 

祭
祀
の
肉
で
は
、
ま
ず
心
臓
か
ら
捧
げ
る
。
心
臓
は
、
火
に
当
た
る
。
（
中
央
・
土

が
）
負
か
す
火
に
当
た
る
も
の
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
心
は
土
に
当
た

り
、
同
じ
五
行
に
属
す
臓
器
を
用
い
る
の
だ
と
も
言
う
。 

 

肝
、
木
也
。
祭
祀
之
肉
、
用
其
勝
、
故
先
進
肝
。
又
曰
、
肝
、
金
也
、

自
用
其
藏
也
。 

肝
臓
は
木
に
当
た
る
。
祭
祀
の
肉
で
は
、
（
秋
・
金
が
）
負
か
す
木
に
当
た
る
も
の

を
用
い
る
の
で
、
ま
ず
肝
か
ら
捧
げ
る
の
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
肝
臓
は
金
に
当
た

り
、
同
じ
五
行
に
属
す
臓
器
を
用
い
る
の
だ
と
も
言
う
。 

 

祭
祀
之
肉
、
先
進
腎
。
屬
水
、
自
用
其
藏
也
。 

祭
祀
の
肉
は
、
ま
ず
腎
臓
か
ら
捧
げ
る
。
腎
臓
は
水
に
属
し
、
同
じ
五
行
に
属
す
る

臓
器
を
用
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、「
春
―
―
脾
、
夏
―
―
肺
、
秋
―
―
肝
」「
冬
―
―
腎
」
に
つ
い
て
は
『
白
虎

通
義
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
説
を
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
中
央
土
―
―
心
」
に
つ
い
て
、

土
の
「
所
勝
」
が
火
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る(

9)
。 

 

と
も
あ
れ
、
高
誘
も
ま
た
、
『
白
虎
通
義
』
や
鄭
玄
と
同
じ
く
、
五
臓
の
配
当
自
体
は

緯
書
や
医
書
の
説
に
従
い
つ
つ
、
そ
の
上
で
何
と
か
月
令
の
配
当
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。

そ
の
た
め
に
、「
春
―
―
脾
、
夏
―
―
肺
、
中
央
―
―
心
、
秋
―
―
肝
」
に
つ
い
て
は
「
用

其
勝
」
と
し
な
が
ら
、
「
冬
―
―
腎
」
に
つ
い
て
は
「
自
用
其
藏
」
と
し
、
不
統
一
な
苦

し
い
説
を
施
し
て
い
る
。 

 

五
畜
の
解
釈 

 

五
畜
の
配
当
に
つ
い
て
も
、
月
令
と
他
の
説
と
の
間
で
、
差
異
が
あ
る
。
月
令
が
「
春

(

木)

―
―
羊
、
夏(

火)

―
―
鷄
、
中
央
土
―
―
牛
、
秋(

金)

―
―
犬
、
冬(

水)

―
―
彘
」
と

す
る
の
に
対
し
、
『
洪
範
五
行
伝
』
で
は
「
貌(

木)

―
―
鷄
、
視(

火)

―
―
羊
、
思
心(

土)

―
―
牛
、
言(

金)

―
―
犬
、
聴(

水)

―
―
豕
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
羊
と
鷄
の
配
当
が

逆
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
劉
歆
は
前
者
に
従
っ
て
、
後
者
を
「
貌(

木)

―
―
羊
、
視(

火)

―
―
鷄
、
思
心(

土)

―
―
牛
、
言(

金)

―
―
犬
、
聴(

水)

―
―
彘
」
と
並
び
替
え
、
配
当
を

一
致
さ
せ
た
。
こ
の
措
置
に
つ
い
て
班
固
は
、
「
春
與
秋
、
氣
陰
陽
相
敵
、
木
病
金
盛
、

故
能
相
并
、
唯
此
一
事
耳(

10)

。
旤
與
妖
痾
祥
眚
同
類
、
不
得
獨
異
」
「
雞
、
於
易
自
在

巽
、
説
非
是
」
と
批
判
し
て
い
る(

11)

。 
 

後
漢
に
於
い
て
は
、
劉
歆
の
よ
う
に
字
句
を
大
胆
に
並
び
替
え
る
こ
と
は
な
さ
れ
ず
、

五
臓
と
同
様
、
五
畜
に
つ
い
て
も
、
原
典
の
字
句
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
う
ま
く
解
釈
を

施
す
こ
と
に
よ
っ
て
符
合
さ
せ
、
五
行
説
と
し
て
の
統
一
性
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。 

 

具
体
的
に
問
題
と
な
る
字
句
は
、
月
令
の
「（
孟
春
之
月
）
食
麥
與
羊
」「
（
孟
夏
之
月
）

食
菽
與
雞
」「（
中
央
土
）
食
稷
與
牛
」「
（
孟
秋
之
月
）
食
麻
與
犬
」「（
孟
冬
之
月
）
食
黍

與
彘
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
議
論
の
中
心
で
あ
る
。

既
に
古
藤
友
子
氏
が
鄭
玄
・
蔡
邕
・
高
誘
の
解
釈
を
ま
と
め
、
議
論
し
て
い
る(

12)

。
こ

こ
で
も
、
基
本
的
に
は
古
藤
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
資
料
を
用
い
て
、
各
説
の
特
徴
に
つ
い
て
確

認
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
蔡
邕
『
月
令
問
答
』
の
説
を
考
察
す
る
。 

 

問
、
春
食
麥
羊
、
夏
食
菽
雞
、
秋
食
麻
犬
、
冬
食
黍
豕
之
屬
。
但
以
爲

時
味
之
宜
、
不
合
於
五
行
。
月
令
服
食
器
械
之
制
、
皆
順
五
行
者
也
。

説
所
食
、
獨
不
以
五
行
、
不
已
畧
乎
。
曰
、
葢
亦
思
之
矣
。
凡
十
二
辰

之
禽
、
五
時
所
食
者
、
必
家
人
所
畜
。
丑
牛
、
未
羊
、
戌
犬
、
酉
雞
、

亥
豕
而
已
。
其
餘
龍
虎
以
下
、
非
食
也
。
春
木
王
、
木
勝
土
。
土
王
四
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季
、
四
季
之
禽
、
牛
屬
季
夏
、
犬
屬
季
秋
。
故
未
羊
、
可
以
爲
春
食
也
。

夏
火
王
、
火
勝
金
、
故
酉
雞
可
以
爲
夏
食
也
。
季
夏
土
王
、
土
勝
水
、

當
食
豕
而
食
牛
。
土
、
五
行
之
尊
者
、
牛
、
五
畜
之
大
者
、
四
行
之
牲
、

無
足
以
配
土
德
者
、
故
以
牛
爲
季
夏
食
也
。
秋
金
王
、
金
勝
木
、
寅
虎

非
可
食
者
。
犬
豕
而
無
角
、
虎
屬
也
、
故
以
犬
爲
秋
食
也
。
冬
水
王
、

水
勝
火
、
當
食
馬
而
禮
不
以
馬
爲
牲
、
故
以
其
類
而
食
豕
也
。
然
則
麥

爲
木
、
菽
爲
金
、
麻
爲
火
、
黍
爲
水
、
各
配
其
牲
爲
食
也
。
雖
有
此
説
、

而
米
鹽
精
粹
、
不
合
於
易
卦
所
爲
之
禽
、
及
洪
範
傳
五
事
之
畜
、
近
似

卜
筮
之
術
。
故
予
畧
之
、
不
以
爲
章
句
。
聊
以
應
問
、
見
有
説
而
已
。 

質
問
、
「
春
に
麦
と
羊
を
食
べ
、
夏
に
豆
と
鷄
を
食
べ
、
秋
に
麻
と
犬
を
食
べ
、
冬

に
黍
と
豕
の
類
を
食
べ
る
と
、
月
令
に
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
そ
の
時

ご
と
に
味
の
良
い
も
の
を
挙
げ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
五
行
に
は
適
合
し
ま
せ
ん
。
月

令
の
服
・
食
・
器
械
の
制
度
は
い
ず
れ
も
五
行
に
則
っ
て
い
る
の
に
、
食
べ
る
も
の

に
つ
い
て
説
い
た
章
句
だ
け
は
、
五
行
に
則
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
仕
方
な
く

省
い
た
の
で
し
ょ
う
か
」 

回
答
、「
私
も
そ
の
こ
と
を
考
え
た
の
で
す
。
そ
も
そ
も
、

十
二
辰
の
禽
獣
の
う
ち
、
五
季
に
食
べ
る
の
は
、
人
々
が
飼
っ
て
い
る
も
の
に
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
丑
の
牛
、
未
の
羊
、
戌
の
犬
、
酉
の
鷄
、
亥
の
豕
だ
け
で

す
。
そ
の
他
の
龍
・
虎
等
々
は
、
食
べ
ま
せ
ん
。
春
は
木
が
王
と
な
り
、
木
は
土
に

勝
ち
ま
す
。
土
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
で
王
と
な
り
、
四
季
に
属
す
る
禽
獣
の
う
ち
、
牛

は
季
夏
に
属
し
、
犬
は
季
秋
に
属
す
の
で
、
未
の
羊
を
春
の
食
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す(

13)

。
夏
は
火
が
王
と
な
り
、
火
は
金
に
勝
つ
の
で
、
酉
の
鷄
を
夏
の
食
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
季
夏
は
土
が
王
と
な
り
、
土
は
水
に
勝
つ
の
で
、
豕
を
食
べ

る
べ
き
の
よ
う
で
す
が
、
牛
を
食
べ
ま
す
。
何
故
な
ら
ば
、
土
は
五
行
の
中
で
尊
い

も
の
で
あ
り
、
牛
は
五
畜
の
中
で
大
き
い
も
の
で
す
。
木
・
火
・
金
・
水
に
属
す
い

け
に
え
で
は
、
土
徳
に
供
え
る
の
に
不
足
で
す
の
で
、
牛
を
季
夏
の
食
と
す
る
の
で

す
。
秋
は
金
が
王
と
な
り
、
金
は
木
に
勝
つ
の
で
す
が
、
寅
の
虎
は
食
べ
ら
れ
ま
せ

ん
。
犬
・
豕
に
は
角
が
無
い
の
で
虎
の
類
で
す
。
そ
こ
で
、
犬
を
秋
の
食
と
す
る
の

で
す
。
冬
は
水
が
王
と
な
り
、
水
は
火
が
勝
つ
の
で
、
馬
を
食
べ
る
べ
き
な
の
で
す

が
、
礼
で
馬
を
い
け
に
え
と
す
る
こ
と
は
無
い
の
で
、
そ
の
同
類
と
い
う
理
由
で
豕

を
食
す
の
で
す
。
そ
し
て
、
麦
は
木
に
、
豆
は
金
に
、
麻
は
火
に
、
黍
は
水
に
当
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
五
畜
の
い
け
に
え
と
組
に
な
っ
て
食
と
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
説
は
あ
る
も
の
の
、
論
理
の
精
粗
が
不
揃
い
で
、
ま
た
、
易
卦
に
配
当
さ
れ
る

禽
獣
や
『
洪
範
五
行
伝
』
で
五
事
に
配
当
さ
れ
る
五
畜
に
も
符
合
し
ま
せ
ん
。
ま
る

で
占
術
の
よ
う
な
解
釈
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
私
は
こ
れ
を
章
句
と
せ
ず
に
、
省
い

た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
と
り
あ
え
ず
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
説
が
一
応
用
意
し
て

あ
っ
た
こ
と
を
披
露
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」 

 

蔡
邕
は
、
牛
を
丑
に
、
羊
を
未
に
、
犬
を
戌
に
、
鷄
を
酉
に
、
豕
を
亥
に
当
て
、
つ
ま
り

十
二
生
肖
に
基
づ
い
て
五
畜
の
五
行
へ
の
配
当
を
定
め
て
い
る(

14)

。
た
だ
、
こ
の
よ
う

に
し
た
場
合
、
牛
・
羊
・
戌
が
同
じ
く
土
に
配
当
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
三
者
を

振
り
分
け
る
際
に
、
ま
た
別
個
の
説
明
が
必
要
と
な
る
。
結
局
は
、
末
尾
で
自
ら
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
論
理
が
不
統
一
で
、
あ
ま
り
確
証
の
な
い
説
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
「
不
合
於
易
卦
所
爲
之
禽
、
及
洪
範
傳
五
事
之
畜
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蔡
邕
は
十
二
生
肖
に
基
づ
い
て
五
畜
を
五
行
に
配
当
し
、

そ
の
上
で
月
令
の
配
当
に
符
合
さ
せ
る
た
め
に
論
を
展
開
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
同

時
に
、
『
周
易
』
説
卦
伝
や
『
洪
範
五
行
伝
』
に
於
け
る
五
畜
に
符
合
さ
せ
る
必
要
を
も

感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
局
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
系
統
ご

と
に
異
な
る
配
当
を
う
ま
く
統
一
す
る
、
何
ら
か
の
理
論
を
考
え
出
そ
う
と
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。 

 

一
方
、
鄭
玄
は
「
木
―
―
鷄
、
火
―
―
羊
、
土
―
―
牛
、
金
―
―
犬
、
水
―
―
豕
」
と
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い
う
『
洪
範
五
行
伝
』
型
の
配
当
に
基
づ
い
て
、
月
令
の
配
当
を
解
釈
し
て
い
る
。 

 
麥
、
實
有
孚
甲
、
屬
木
。
羊
、
火
畜
也
。
時
尚
寒
、
食
之
以
安
性
也
。 

麦
は
、
種
に
殻
が
あ
り
、
木
に
属
す
。
羊
は
、
火
に
当
た
る
家
畜
で
あ
る
。
春
は
ま

だ
寒
く
、
こ
れ
ら
を
食
す
る
の
は
養
生
の
た
め
で
あ
る
。 

 

菽
、
實
孚
甲
堅
合
、
屬
水
。
雞
、
木
畜
。
時
熱
、
食
之
亦
以
安
性
也
。 

豆
は
、
実
が
堅
い
殻
に
包
ま
れ
て
お
り
、
水
に
属
す
。
鷄
は
、
木
に
当
た
る
家
畜
で

あ
る
。
夏
は
熱
く
、
こ
れ
ら
を
食
す
る
の
は
ま
た
養
生
の
た
め
で
あ
る
。 

 

稷
、
五
穀
之
長
。
牛
、
土
畜
也
。 

ア
ワ
は
、
五
穀
の
長
で
あ
る
。
牛
は
、
土
に
当
た
る
家
畜
で
あ
る
。 

 

麻
、
実
有
文
理
、
屬
金
。
犬
、
金
畜
也
。 

麻
は
、
実
に
模
様
が
あ
り
、
金
に
属
す
。
犬
は
、
金
に
当
た
る
家
畜
で
あ
る
。 

 

黍
、
秀
舒
散
、
屬
火
。
寒
時
、
食
之
亦
以
安
性
也
。
彘
、
水
畜
也
。 

黍
は
、
穂
が
バ
ラ
け
て
お
り
、
火
に
属
す
。
寒
い
時
節
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
食
す
る

の
は
ま
た
養
生
の
た
め
で
あ
る
。
豚
は
、
水
に
当
た
る
家
畜
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
、
『
洪
範
五
行
伝
』
型
の
配
当
に
則
っ
て
、
月
令
の
字
句
を
何
と
か
説
明
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
春
に
羊
（
火
）
を
食
べ
る
こ
と
、
夏
に
菽
（
水
）・
鶏
（
木
）

を
食
べ
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
時
尚
寒
、
食
之
以
安
性
也
」
「
時
熱
、
食
之
亦
以
安
性

也
」
と
付
会
し
て
い
る
。
た
だ
、
冬
に
つ
い
て
も
同
様
に
「
寒
時
、
食
之
亦
以
安
性
也
」

と
述
べ
る
も
の
の
、
黍
（
火
）
と
と
も
に
彘
（
水
）
を
も
食
す
の
で
あ
る
か
ら
、
論
理
が

衝
突
し
て
い
る
。 

な
お
、
「
『
洪
範
五
行
伝
』
型
」
と
表
現
し
た
が
、
鄭
玄
が
「
木
―
―
鷄
、
火
―
―
羊
、

土
―
―
牛
、
金
―
―
犬
、
水
―
―
豕
」
と
い
う
配
当
を
採
用
し
た
の
は
、『
洪
範
五
行
伝
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
実
は
『
周
礼
』
の
文
言
に
よ
く
符
合
す
る
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
穀
物
の
配
当
に
つ
い
て
も
『
周
礼
』
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
て
示
す
。 

 

高
誘
も
ま
た
、
何
ら
か
の
配
当
を
基
準
に
し
て
、
月
令
を
説
明
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

や
や
分
か
り
に
く
い
。 

 

麥
屬
金
、
羊
屬
土
。
是
月
也
、
金
土
以
老
。
食
所
勝
也
。 

麦
は
金
に
属
し
、
羊
は
土
に
属
す
。
こ
の
月
は
、
金
・
土
が
衰
え
て
い
る
。
そ
こ
で

（
木
が
）
負
か
す
も
の
を
食
す
の
で
あ
る
。 

 

菽
、
豆
也
。 

菽
と
は
、
豆
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

稷
・
牛
、
皆
屬
土
。 

ア
ワ
・
牛
は
、
い
ず
れ
も
土
に
属
す
。 

 

犬
、
金
畜
也
。 

犬
は
、
金
に
当
た
る
家
畜
で
あ
る
。 

 
彘
、
水
屬
也
。 

豕
は
、
水
に
当
た
る
家
畜
で
あ
る
。 
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『
呂
氏
春
秋
』
孟
夏
紀
の
「
食
菽
與
雞
」
に
対
す
る
注
は
「
菽
、
豆
也
」
の
み
で
、
五
行

が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、『
淮
南
子
』
時
則
訓
の
「
食
菽
與
雞
」
に
対
す
る
注
で
は
、

「
雞
・
豆
、
皆
屬
火
所
養
」
と
言
う
。 

 

菽
、
豆
、
連
皮
也
。
雞
・
豆
、
皆
屬
火
所
養
。 

菽
は
、
豆
の
こ
と
で
あ
る
。
皮
が
連
な
っ
て
い
る
。
鷄
・
豆
は
、
い
ず
れ
も
火
が
養

う
も
の
に
属
す
。 

 

牛
・
犬
・
彘
に
つ
い
て
は
、「
牛
―
―
土
、
犬
―
―
金
、
豕
―
―
水
」
と
い
う
、
月
令
・『
洪

範
五
行
伝
』
両
者
に
共
通
す
る
配
当
を
採
っ
て
い
る
。
ま
た
、
羊
を
土
に
当
て
て
い
る
の

は
、
羊
を
十
二
支
の
未
（
季
夏
の
月
、
土
）
に
当
て
る
考
え
方
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
、
こ
の
場
合
、
五
畜
の
う
ち
の
二
者
（
牛
・
羊
）
が
土
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ

し
て
、
鷄
に
つ
い
て
「
火
所
養
」
に
属
す
る
と
の
み
述
べ
、
火
に
属
す
の
か
火
以
外
の
何

か
に
属
す
の
か
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。 

ま
た
、
麦
・
羊
に
つ
い
て
の
「
食
所
勝
」
も
、
羊
に
つ
い
て
で
あ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
問
題

な
い
が
、
麦
に
つ
い
て
は
説
明
で
き
て
い
な
い
。
中
央
土
の
祭
祀
の
供
物
で
心
臓
か
ら
捧

げ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
「
用
所
勝
也
」
と
同
様
、
高
誘
の
五
行
説
に
は
不
明
瞭
さ
が
残
る
。 

 

五
臓
に
つ
い
て
『
白
虎
通
義
』
・
鄭
玄
・
高
誘
が
な
し
た
解
釈
と
同
様
、
五
畜
に
つ
い

て
の
蔡
邕
・
鄭
玄
・
高
誘
の
解
釈
も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
配
当
・
理
法
に
基
づ
き
つ
つ
も
、

各
自
で
何
と
か
月
令
の
記
述
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
も
論
理
の
不

統
一
さ
や
不
自
然
さ
は
残
る
。 

 

そ
も
そ
も
、
月
令
・
『
五
行
伝
』・
十
二
生
肖
と
い
っ
た
、
発
生
・
系
統
の
異
な
る
複
数

の
五
行
説
に
よ
る
配
当
を
、
う
ま
く
体
系
付
け
て
説
明
す
る
こ
と
自
体
に
難
が
あ
る
。
た

だ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
様
々
な
異
説
を
総
合
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
は
、
彼
ら
後
漢
の
学

者
た
ち
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ
り
、
万
物
に
通
じ
る
真
理
を
追
究
す
る
際
の
理
念
で
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

所
謂
「
五
行
伝
月
令
」
に
つ
い
て 

 

劉
歆
は
月
令
に
従
っ
て
『
洪
範
五
行
伝
』
や
五
徳
終
始
説
の
配
当
を
書
き
換
え
、
蔡
邕

や
鄭
玄
は
異
な
る
系
統
の
五
行
説
同
士
を
う
ま
く
符
合
さ
せ
る
た
め
に
、
様
々
な
付
会
の

説
を
な
し
た
。
一
方
、
時
期
は
明
確
で
な
い
の
だ
が
、
異
な
る
系
統
の
五
行
説
同
士
を
融

合
さ
せ
て
、
新
た
な
文
献
が
制
作
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
『
洪
範
五
行
伝
』
に
付
随
し

て
『
尚
書
大
伝
定
本
』
に
収
録
さ
れ
る
、「
東
方
之
極
…
…(

中
略)

…
…
小
人
樂
」
の
一
段

（「
五
行
伝
月
令
」
）
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
「
五
行
伝
月
令
」
に
つ

い
て
考
察
し
、
劉
歆
以
後
の
学
者
が
『
洪
範
五
行
伝
』
と
月
令
そ
の
他
の
時
令
を
融
合
さ

せ
て
作
り
出
し
た
文
献
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

『
尚
書
大
伝
定
本
』
は
、
清
代
に
陳
寿
祺
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
尚
書
大
伝
』
の
輯
本

で
あ
り
、
皮
錫
瑞
『
尚
書
大
伝
疏
証
』
の
底
本
と
も
な
り
、
現
在
で
も
『
尚
書
大
伝
』
を

研
究
す
る
際
の
基
本
的
な
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
『
洪
範
五
行
伝
』
の

字
句
も
蒐
集
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
末
尾
に
、
五
方
位
・
十
二
月
の
地
理
・
時
令
に
つ
い
て

述
べ
る
「
五
行
伝
月
令
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
陳
寿
祺
自
身
は
、
そ
の
文
体
や
、

『
五
行
伝
』
の
他
の
部
分
と
字
句
が
重
複
す
る
こ
と
、
及
び
早
期
の
文
献
に
引
用
が
見
え

な
い
こ
と
（
明
代
の
黄
佐
『
六
芸
流
別
』
に
至
っ
て
よ
う
や
く
伏
生
の
書
と
し
て
引
か
れ

る
）
か
ら
、『
尚
書
大
伝
』
に
元
々
有
っ
た
内
容
で
は
な
い
と
考
え
た
。 

 

こ
の
部
分
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、
小
林
信
明
氏
は
、
『
淮
南
子
』
時
則
訓
と
の
比
較

か
ら
、
時
則
訓
よ
り
も
先
行
す
る
も
の
と
結
論
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
こ
の

「
五
行
伝
月
令
」
が
時
則
訓
よ
り
も
地
理
的
記
述
が
簡
略
で
、
「
中
央
之
極
」
部
分
に
朔

令
が
無
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
時
則
訓
は
、
こ
の
「
五
行
伝
月
令
」
を
参
照

し
た
上
で
、
地
理
的
内
容
や
「
中
央
之
極
」
の
朔
令
と
い
っ
た
も
の
を
適
宜
増
や
し
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
、
時
則
訓
の
時
令
は
基
本
的
に
三
字
句
に
揃
え
ら
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れ
て
い
る
の
に
、
「
中
央
之
極
」
に
つ
い
て
の
み
四
字
句
・
六
字
句
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
以
て
時
則
訓
が
『
五
行
伝
』
に
無
い
「
中
央
之
極
」
の
令
を
辛
う

じ
て
ひ
ね
り
出
し
た
も
の
と
論
じ
る(

15)

。 

ま
た
、
島
邦
男
氏
も
、
「
時
則
訓
の
文
は
こ
の
「
五
行
伝
月
令
」
を
採
っ
て
成
り
、
又

時
則
・
呂
氏
の
共
通
部
分
の
漢
初
十
二
紀
は
こ
の
「
五
行
伝
月
令
」
の
時
令
を
採
つ
て
い

る
」
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
漢
代
初
期
の
成
立
と
見
な
し
て
い
る(

16)

。 
 

小
林
氏
の
論
拠
の
う
ち
、
地
理
的
記
載
の
繁
簡
・
「
中
央
之
極
」
の
令
の
有
無
は
、
必

ず
し
も
時
代
の
前
後
を
特
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
時
代
的
に
後
の
も
の

が
先
立
つ
も
の
を
整
理
・
省
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
時
則
訓

の
文
体
の
乱
れ
も
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
『
五
行
伝
』
に
由
来
す
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。

ま
た
、
島
氏
の
立
論
に
は
、
『
淮
南
子
』
時
則
訓
と
「
五
行
伝
月
令
」
が
土
に
当
た
る
時

令
を
季
夏
に
配
し
、
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
と
『
礼
記
』
月
令
が
土
と
季
夏
と
を
明
確
に

分
離
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
者
よ
り
も
後
者
が
時
代
的
に
下
る
と
見
な
す
考
え
が
あ
る
。

こ
の
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
確
か
に
、
「
五
行
伝
月
令
」
が
時
則
訓
や
十
二
紀
よ
り
後
に

成
立
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
季
夏
に
中
央
土
を
当
て
る
時
令
は
、
後

漢
期
に
至
っ
て
も
依
然
有
力
で
あ
り
、
例
え
ば
『
白
虎
通
』
に
は
「
六
月
祭
中
霤
。
中
霤

者
像
土
在
中
央
也
、
六
月
亦
土
王
也
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
土
と
季
夏
と
の
分
離
を
以

て
時
代
の
先
後
を
判
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

こ
の
「
五
行
伝
月
令
」
の
文
は
、
方
位
に
つ
い
て
の
記
述
・
令
と
、
各
月
の
時
令
を
順

に
述
べ
て
お
り
、
四
方
・
十
二
ヶ
月
（
各
方
位
に
三
ヶ
月
ず
つ
付
随
す
る
）
、
及
び
「
中

央
之
極
」
（
月
は
割
り
当
て
ら
れ
な
い
）
か
ら
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
他
の

伝
世
文
献
に
共
通
す
る
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
東
方
・
南
方
・
西
方
・
北
方
に
つ
い

て
の
記
述
で
は
、
地
理
・
朔
令
は
『
淮
南
子
』
時
則
訓
や
「
王
居
明
堂
礼
」(

17)

に
共
通

の
文
言
が
有
り
、
季
節
を
迎
え
る
礼
楽
に
つ
い
て
の
部
分
は
『
皇
覧
』(

18)

、
五
事
と
そ

の
休
徴
は
『
尚
書
』
洪
範
に
よ
る
組
み
合
わ
せ
と
一
致
し
、
各
月
の
時
令
・
禁
令
に
於
い

て
は
月
令
や
、
漢
志
の
引
く
『
洪
範
五
行
伝
』
に
同
一
の
文
言
が
見
え
る(

19)

。 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
「
五
行
伝
月
令
」
が
時
則
訓
や
「
王
居
明
堂
礼
」
等
と
共
通

す
る
文
言
を
有
す
る
の
に
対
し
、
時
則
訓
や
「
王
居
明
堂
礼
」
等
の
文
献
の
間
で
は
、
相

互
に
共
通
す
る
文
言
を
持
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
、
こ
れ
ら
の
文
献
が
「
五
行
伝
月

令
」
を
参
照
し
て
編
ま
れ
た
な
ら
ば
、
例
え
ば
時
則
訓
の
中
に
「
王
居
明
堂
礼
」
や
『
皇

覧
』
と
共
通
す
る
字
句
を
多
少
含
ま
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ
が
、
実
際
に
は
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
「
五
行
伝
月
令
」
を
後
出
と
考
え
る
方
が
、
自
然

で
あ
ろ
う
。 

 

以
下
、
小
林
氏
が
問
題
と
し
た
「
中
央
之
極
」
部
分
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

中
央
之
極
、
自
崑
崙
、
中
至
大
室
之
野
、
帝
黄
帝
・
神
后
土
司
之
。
土

王
之
日
、
禱
用
牲
、
迎
中
氣
于
中
室
、
樂
用
黄
鐘
之
宮
。
爲
民
祈
福
、

命
世
婦
、
治
服
章
、
令
民
□
虐
。
其
禁
、
治
宮
室
、
餙
臺
榭
、
内
淫
亂
、

犯
親
戚
、
侮
父
兄
。 

中
央
の
極
は
、
崑
崙
か
ら
中
央
に
向
か
っ
て
大
室
の
野
に
至
る
ま
で
の
範
囲
で
、
帝

は
黄
帝
、
神
は
后
土
を
司
る
。
土
王
の
日
、
祈
祷
に
牲
を
用
い
、
中
気
を
中
室
に
迎

え
、
そ
の
際
の
楽
は
黄
鐘
の
宮
を
用
い
る
。
民
の
た
め
に
福
を
祈
り
、
世
婦
に
命
じ

て
服
章
を
治
め
、
民
に
□
虐
さ
せ
る
。
禁
令
は
、
宮
殿
を
建
築
す
る
こ
と
、
楼
台
を

飾
り
立
て
る
こ
と
、
節
操
の
無
い
女
を
納
れ
る
こ
と
、
親
族
の
秩
序
に
逆
ら
う
こ
と
、

及
び
父
や
兄
を
侮
る
こ
と
で
あ
る
。  

 
東
方
・
南
方
・
西
方
・
北
方
に
関
す
る
記
述
と
同
様
、
や
は
り
時
則
訓
と
共
通
す
る
内
容

が
多
く
（
点
線
部
）
、
禁
令
は
『
五
行
伝
』
の
文
言
と
一
致
す
る
（
実
線
部
）(

20)

。
そ

の
一
方
で
、
他
の
方
位
と
は
異
な
り
、
月
は
割
り
当
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に

「
土
王
之
日
、
禱
用
牲
、
迎
中
氣
于
中
室
」
と
い
う
、
時
則
訓
や
『
皇
覧
』
に
は
記
述
の
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無
い
儀
礼
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
爲
民
祈
福
、
命
世
婦
、
治
服
章
」
が
、
時
則
訓
の
中
の
「
中

央
之
極
」
で
は
な
く
、
「
季
夏
之
月
」
の
令
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
小
林
氏
の

言
う
よ
う
に
、
時
則
訓
が
「
五
行
伝
月
令
」
を
参
照
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
「
季
夏
之

月
」
の
時
令
が
こ
の
点
線
部
を
用
い
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
同
じ
く
「
中
央
之
極
」
の
地
域

に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
で
は
そ
れ
を
採
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
は
な

く
、
「
五
行
伝
月
令
」
の
方
が
、
時
則
訓
の
「
中
央
之
極
」
部
と
「
季
夏
之
月
」
部
の
双

方
を
用
い
て
、
説
を
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

陳
侃
理
氏
は
、「
こ
の
部
分
の
作
者
は
、『
淮
南
子
』
時
則
訓
の
十
二
月
令
と
五
位
の
部

分
を
融
合
さ
せ
て
縮
め
、
東
西
南
北
の
四
位
の
令
を
そ
れ
ぞ
れ
三
分
割
し
て
対
応
す
る
月

に
分
け
、
そ
し
て
時
則
篇
に
有
っ
た
「
中
央
」
の
令
は
う
ま
く
配
置
で
き
ず
に
割
愛
し
た
」

と
い
う
考
え
を
示
す(

21)

。
こ
れ
が
実
情
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
「
五
行
伝
月
令
」
の
成
立

は
『
淮
南
子
』
よ
り
下
り
、
そ
し
て
、
数
々
の
古
い
言
説
が
融
合
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
も
そ
も
、
同
じ
く
『
淮
南
子
』
時
則
訓
に
収
録
さ
れ
た
説
と
言
っ
て
も
、
十
二
月
の

令
と
五
方
位
の
令
と
は
構
造
・
内
容
が
異
な
る
。
「
五
行
伝
月
令
」
で
は
、
そ
れ
ら
を
融

合
さ
せ
た
結
果
、
季
節
に
つ
い
て
の
説
で
あ
る
の
か
、
地
理
に
つ
い
て
の
説
で
あ
る
の
か
、

性
格
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

更
に
、
洪
範
五
行
の
説
を
も
加
え
た
た
め
に
、
内
部
矛
盾
す
ら
生
じ
て
い
る
。
以
下
は
、

そ
の
「
季
夏
」
の
部
分
で
あ
る
。 

 

季
夏
之
月
、
御
明
堂
右
个
、
牲
先
心
、
設
主
于
中
霤
、
索
祀
于
坤
隅
、

思
必
睿
、
厥
休
時
風
。
朔
令
曰
、
起
毁
宗
、
立
無
後
、
封
廢
國
、
立
賢

輔
、
䘏
喪
疾
。 

季
夏
の
月
、
明
堂
の
右
个
に
詣
で
、
生
贄
は
ま
ず
心
臓
か
ら
捧
げ
、
神
主
を
中
霤
に

設
置
し
、
坤
の
方
角
の
隅
に
て
祭
祀
を
行
な
う
。
思
慮
は
賢
明
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、

そ
れ
に
対
す
る
応
瑞
は
、
時
宜
を
得
た
風
で
あ
る
。
そ
の
朔
令
に
は
、
「
廃
れ
た
宗

族
を
再
建
し
、
後
嗣
の
い
な
い
族
に
後
嗣
を
立
て
、
国
を
失
っ
た
諸
侯
を
再
び
封
じ
、

宰
相
を
立
て
、
死
者
・
病
人
の
い
る
家
に
施
し
を
せ
よ
」
と
い
う
。 

 

冒
頭
で
「
御
明
堂
右
个
」
と
し
て
い
る
の
は
、
時
則
訓
が
季
夏
に
つ
い
て
「
朝
于
中
宮
」

と
し
て
中
央
土
に
属
さ
せ
る
の
と
は
異
な
り
、
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
や
『
礼
記
』
月
令

の
よ
う
に
、
季
夏
を
南
方
火
に
属
す
る
と
見
な
し
て
の
処
置
で
あ
る(

22)

。
同
様
に
、「
起

毁
宗
」
以
下
も
、
時
則
訓
の
「
南
方
之
極
」
に
見
え
る
令
で
あ
り(

23)

、
や
は
り
、
季
夏

を
中
央
土
で
は
な
く
南
方
火
に
分
類
す
る
考
え
に
基
づ
く
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、「
牲

先
心
、
設
主
于
中
霤
」
と
い
う
文
言
は
、
十
二
紀
・
時
則
訓
の
い
ず
れ
に
於
い
て
も
南
方

火
で
は
な
く
中
央
土
に
配
当
さ
れ
る
内
容
で
あ
る(

24)

。
ま
た
、「
思
必
睿
、
厥
休
時
風
」

と
は
、
『
洪
範
五
行
伝
』
で
土
に
当
て
ら
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
季
夏

之
月
」
部
分
で
は
、
南
方
火
・
中
央
土
の
両
者
に
つ
い
て
の
言
説
が
、
混
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
。 

更
に
、
洪
範
五
行
の
説
を
用
い
る
に
当
た
っ
て
は
、「
南
方
之
極
」
の
一
部
で
あ
る
「
季

夏
」
の
部
分
で
五
事
の
「
思
」
（
五
行
で
は
土
に
当
た
る
）
を
採
っ
て
お
き
な
が
ら
、
先

述
し
た
よ
う
に
「
中
央
之
極
」
部
分
で
も
「
稼
穡
不
成
」
（
五
行
の
土
の
不
調
）
に
関
す

る
『
洪
範
五
行
伝
』
の
文
を
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
五
行
伝
』
に
於
い
て
同
系
に

分
類
さ
れ
る
両
者
を
、
「
南
方
之
極
」
と
「
中
央
之
極
」
と
に
分
裂
し
て
用
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
の
『
洪
範
五
行
伝
』
の
構
造
を
損
ね
る
処
置
を
施
さ
れ
た
「
五

行
伝
月
令
」
が
、『
洪
範
五
行
伝
』
に
元
々
含
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

 

以
上
の
考
察
よ
り
、「
五
行
伝
月
令
」
は
、
後
人
が
複
数
の
時
令
説
と
『
洪
範
五
行
伝
』、

及
び
八
卦
を
八
方
へ
配
当
す
る
考
え
方
を
融
合
さ
せ
て
立
て
た
説
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
十
二
月
令
を
四
方
に
割
り
振
り
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
中
央
を
設
置
し
た
上
で
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『
五
行
伝
』
の
内
容
を
付
加
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
時
令
・
地
理
・
洪
範
五
行
と
い
っ

た
異
な
る
系
統
の
説
を
融
合
さ
せ
、
特
に
季
夏
の
月
を
五
行
の
火
に
当
て
る
説
と
土
に
当

て
る
説
の
双
方
を
用
い
た
た
め
に
、
内
部
で
矛
盾
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。 

 

『
春
秋
繁
露
』
五
行
順
逆
・
五
行
五
事
に
つ
い
て 

 

『
春
秋
繁
露
』
に
は
五
行
に
つ
い
て
説
い
た
数
篇
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ま
と
め
て
「
五

行
諸
篇
」
と
称
さ
れ
、
董
仲
舒
の
手
に
成
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
来
た(

25)

。

筆
者
は
、
こ
の
全
篇
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が(

26)

、
少
な
く
と
も
五
行

順
逆
・
五
行
五
事
両
篇
に
つ
い
て
は
、
「
五
行
伝
月
令
」
と
同
様
に
、
劉
歆
以
降
に
『
洪

範
五
行
伝
』
と
月
令
そ
の
他
の
時
令
を
融
合
さ
せ
て
作
り
出
し
た
文
献
で
あ
る
こ
と
が
、

明
ら
か
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
ず
る
。 

ま
ず
、
五
行
順
逆
篇
は
、
五
行
を
季
節
に
当
て
、
そ
の
時
令
に
つ
い
て
説
く
文
章
で
あ

る
。
し
か
し
、
時
令
を
説
く
に
も
拘
ら
ず
、
明
ら
か
に
『
洪
範
五
行
伝
』
の
要
素
を
含
ん

で
い
る
。
以
下
は
、
そ
れ
が
最
も
顕
著
な
「
水
」
の
部
分
で
あ
る
。 

 

水
者
冬
、
藏
至
陰
也
。
宗
廟
祭
祀
之
始
、
敬
四
時
之
祭
、
禘
祫
昭
穆
之

序
。
天
子
祭
天
、
諸
侯
祭
土
。
閉
門
閭
、
大
搜
索
、
斷
刑
罰
、
執
當
罪
、

飭
關
梁
、
禁
外
徙
。
恩
及
於
水
、
則
醴
泉
出
、
恩
及
介
蟲
、
則
黿
鼉
大

爲
、
靈
龜
出
。
如
人
君
簡
宗
廟
、
不
禱
祀
、
廢
祭
祀
、
執
法
不
順
、
逆

天
時
、
則
民
病
流
腫
・
水
張
・
痿
痺
、
孔
窺
不
通
。
咎
及
於
水
、
霧
氣

冥
冥
、
必
有
大
水
、
水
爲
民
害
。
咎
及
介
蟲
、
則
龜
深
藏
、
黿
鼉
呴
。 

水
は
冬
で
あ
り
、
至
陰
を
内
包
す
る
。
宗
廟
の
祭
祀
の
端
緒
で
あ
り
、
四
時
の
祭
を

敬
い
、
昭
穆
の
序
に
よ
っ
て
並
べ
ら
れ
た
祖
先
を
禘
祫
す
る
。
天
子
は
天
を
祭
り
、

諸
侯
は
土
を
祭
る
。
門
戸
を
閉
鎖
し
、
外
客
を
探
し
、
刑
罰
を
執
り
行
い
、
罪
に
当

た
る
者
を
捕
ら
え
、
関
所
や
橋
梁
を
整
備
し
、
外
部
と
の
往
来
を
断
つ
。
恩
が
水
に

及
べ
ば
醴
泉
が
涌
き
、
恩
が
介
虫
に
及
べ
ば
巨
大
な
ス
ッ
ポ
ン
や
ワ
ニ
が
育
ち
、
霊

亀
が
出
現
す
る
。
も
し
君
主
が
宗
廟
を
疎
か
に
し
た
り
、
祈
祷
を
し
な
か
っ
た
り
、

祭
祀
を
執
り
行
わ
な
か
っ
た
り
、
法
の
運
用
が
規
則
に
外
れ
た
り
、
天
の
時
に
逆
ら

っ
た
り
す
れ
ば
、
人
々
の
間
で
流
腫
・
水
張
・
痿
痺
が
蔓
延
し
、
管
が
詰
ま
る
。
咎

が
水
に
及
べ
ば
、
霧
が
か
か
っ
て
暗
く
、
洪
水
が
き
っ
と
生
じ
、
水
害
が
起
こ
る
。

咎
が
介
虫
に
及
べ
ば
、
亀
が
奥
深
く
に
隠
れ
、
ス
ッ
ポ
ン
や
ワ
ニ
が
吼
え
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
水
」
が
「
冬
」
に
当
た
り
、
万
物
を
蔵
す
る
時
節
で
あ
る
と
述
べ

る
。
ま
た
、
「
閉
門
閭
…
…
禁
外
徙
」
の
文
言
（
点
線
部
）
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
『
淮

南
子
』
時
則
訓
に
見
え(

27)

、『
春
秋
繁
露
』
治
水
五
行
の
字
句
に
も
近
く(

28)

、
明
ら

か
に
時
令
説
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
「
如
人
君
」
以
下
、
冬
の

時
令
に
反
す
る
不
適
当
な
行
い
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
行
動
の
中
に
は
、
い
く
つ
か

『
洪
範
五
行
伝
』
か
ら
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
字
句
が
見
ら
れ
る
（
実
線
部
）(

29)

。
ま

た
、「
恩
及
介
蟲
」「
咎
及
介
蟲
」
と
し
、
五
行
の
水
に
介
虫
を
対
応
さ
せ
る
の
は
月
令
に

由
来
す
る
が
、
こ
の
水
を
損
ね
た
場
合
に
起
こ
る
災
異
に
介
虫
を
当
て
る
の
は
、
劉
歆
の

『
五
行
伝
』
の
特
徴
と
共
通
す
る
。 

 

「
火
」
「
土
」
「
金
」
に
つ
い
て
の
文
言
も
、
「
水
」
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
基
本
的

に
は
時
令
の
言
説
で
あ
り
、
そ
の
中
に
『
洪
範
五
行
伝
』
の
字
句
と
劉
歆
説
を
反
映
す
る

構
成
と
な
っ
て
い
る
。 

た
だ
、
少
し
事
情
が
異
な
る
の
は
、「
木
」
に
つ
い
て
の
部
分
で
あ
る
。 

 
木
者
春
、
生
之
性
、
農
之
本
也
。
勸
農
事
、
無
奪
民
時
、
使
民
歳
不
過

三
日
、
行
什
一
之
税
、
進
經
術
之
士
。
挺
羣
禁
、
出
輕
繫
、
去
稽
留
、

除
桎
梏
、
開
門
闔
、
通
障
塞
。
恩
及
草
木
、
則
樹
木
華
美
、
而
朱
草
生
。

恩
及
鱗
蟲
、
則
魚
大
爲
、
鱣
鯨
不
見
、
羣
龍
下
。
如
人
君
出
入
不
時
、
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走
狗
試
馬
、
馳
騁
不
反
宮
室
、
好
淫
樂
、
飲
酒
沈
湎
、
縱
恣
、
不
顧
政

治
、
事
多
發
役
、
以
奪
民
時
、
作
謀
増
税
、
以
奪
民
財
、
民
病
疥
搔
・

温
體
、
足
胻
痛
。
咎
及
於
木
、
則
茂
木
枯
槁
、
工
匠
之
輪
多
傷
敗
、
毒

水

羣
、
漉
陂
如
漁
、
咎
及
鱗
蟲
、
則
魚
不
爲
、
羣
龍
深
藏
、
鯨
出
見
。 

木
は
春
で
あ
り
、
生
命
の
根
本
、
農
業
の
根
本
で
あ
る
。
農
事
を
奨
励
し
、
人
々
か

ら
時
を
奪
わ
ず
、
人
々
を
年
に
三
日
以
上
労
役
さ
せ
ず
、
十
分
の
一
の
税
率
を
施
行

し
、
経
術
の
士
を
取
り
立
て
る
の
だ
。
禁
錮
さ
れ
て
い
た
者
た
ち
を
解
放
し
、
軽
罪

の
者
を
釈
放
し
、
拘
置
し
て
い
る
者
を
逃
が
し
、
牢
に
繋
が
れ
て
い
る
者
を
解
放
し
、

門
戸
を
開
け
、
関
所
や
砦
を
開
け
る
。
恩
が
草
木
に
及
べ
ば
樹
木
が
盛
ん
に
生
い
茂

り
、
朱
草
が
生
え
る
。
恩
が
鱗
虫
に
及
べ
ば
、
魚
が
大
き
く
育
ち
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
や

鯨
は
出
現
せ
ず
、
群
龍
が
降
臨
す
る
。
も
し
君
主
の
出
入
が
ふ
さ
わ
し
い
時
を
踏
ま

え
な
か
っ
た
り
、
犬
を
走
ら
せ
馬
を
乗
り
回
し
た
り
、
駆
け
回
っ
て
宮
室
に
帰
ら
な

か
っ
た
り
、
淫
美
な
音
楽
を
好
ん
だ
り
、
飲
酒
に
ふ
け
っ
た
り
、
好
き
勝
手
に
ふ
る

ま
っ
た
り
、
政
治
を
顧
み
な
か
っ
た
り
、
労
役
を
乱
発
し
て
人
々
か
ら
時
間
を
奪
っ

た
り
、
邪
な
企
み
で
増
税
し
て
人
々
の
財
産
を
奪
っ
た
り
す
れ
ば
、
人
々
が
疥
搔
や

温
体
を
病
み
、
足
や
脛
を
痛
め
る
。
咎
が
木
に
及
べ
ば
、
繁
茂
し
て
い
た
木
が
枯
れ
、

職
人
が
車
輪
を
作
る
際
に
失
敗
が
増
え
、
毒
水
が
大
量
に
立
ち
起
こ
り
、
池
を
干
上

が
ら
せ
て
漁
を
行
な
う
。
咎
が
鱗
虫
に
及
べ
ば
、
魚
が
成
長
せ
ず
、
群
龍
が
深
く
隠

れ
、
鯨
が
現
れ
る
。 

 

こ
れ
も
や
は
り
他
と
同
様
に
時
令
を
基
礎
と
し
、
時
令
説
と
共
通
す
る
文
言
が
あ
り
（
点

線
部
）(

30)

、
か
つ
、
劉
歆
伝
の
説
を
踏
ま
え
て
「
咎
及
鱗
蟲
」
と
言
う
。
そ
し
て
、
春

の
時
令
に
反
す
る
行
い
を
述
べ
る
字
句
（
実
線
部
）
は
、
『
洪
範
五
行
伝
』
と
い
う
よ
り

も
、
漢
志
に
引
か
れ
る
「
説
曰
」
の
文
言
に
近
い(

31)

。
こ
の
「
説
曰
」
と
い
う
の
は
、

第
三
章
第
一
節
で
考
察
し
た
通
り
、
劉
向
等
が
用
い
た
、
『
洪
範
五
行
伝
』
の
内
容
を
敷

衍
し
た
学
説
で
あ
る
。
従
っ
て
、
五
行
順
逆
篇
が
こ
れ
を
引
く
の
は
、
『
五
行
伝
』
の
み

な
ら
ず
、
そ
れ
に
付
随
す
る
学
説
の
影
響
を
も
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

陳
侃
理
氏
は
、
五
行
順
逆
篇
と
『
洪
範
五
行
伝
』
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
、
判
断
を
保

留
し
つ
つ
も
、
前
者
の
方
が
漢
代
以
前
の
様
相
を
留
め
て
お
り
、
後
者
は
そ
れ
に
改
変
が

加
え
ら
れ
た
も
の
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
る
。
陳
氏
は
そ
の
根
拠
と
し
て
、
五
行
順
逆

篇
よ
り
も
『
洪
範
五
行
伝
』
の
方
が
整
っ
た
文
体
で
内
容
が
多
い
こ
と
、
後
者
が
「
侵
邊

境
」
で
あ
る
箇
所
が
前
者
で
は
「
侵
陵
諸
侯
、
貪
城
邑
之
賂
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
て
い
る(

32)

。 

し
か
し
、
筆
者
は
、
む
し
ろ
五
行
順
逆
篇
の
成
立
が
『
洪
範
五
行
伝
』
よ
り
後
れ
、
劉

歆
よ
り
も
以
後
の
成
立
だ
っ
た
と
考
え
る
。 

ま
ず
、
五
行
順
逆
篇
は
、
『
洪
範
五
行
伝
』
及
び
漢
志
の
引
く
「
説
曰
」
と
共
通
の
内

容
・
字
句
を
持
つ
部
分
と
、
『
淮
南
子
』
等
に
見
ら
れ
る
時
令
説
と
共
通
の
内
容
・
字
句

を
持
つ
部
分
を
含
ん
で
い
る
。
仮
に
『
洪
範
五
行
伝
』
や
「
説
曰
」
が
後
の
成
立
で
、
五

行
順
逆
篇
の
記
述
を
利
用
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
五
行
順
逆
篇
に
混
在
す
る
時

令
的
文
言
を
も
引
い
て
い
て
然
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
の
よ
う
な
例
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
淮
南
子
』
や
『
洪
範
五
行
伝
』
・
「
説
曰
」
よ
り
も
後
出
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
董
仲
舒
の
説
と
は
見
な
し
難
い
。 

ま
た
、『
漢
書
』
五
行
志
は
、
劉
歆
の
『
五
行
伝
』
の
内
容
を
「
独
異
」
と
言
う(

33)

。

そ
し
て
、
五
行
順
逆
篇
が
「
咎
」
と
し
て
挙
げ
る
「
鱗
蟲
」「
介
蟲
」
等
の
災
異
配
当
は
、

『
劉
歆
伝
』
に
よ
る
孽
の
配
当
と
一
致
す
る
。
仮
に
五
行
順
逆
篇
が
『
劉
歆
伝
』
に
先
立

つ
も
の
で
あ
れ
ば
、
漢
志
は
そ
れ
に
触
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
し
、
『
劉
歆
伝
』
の
み
が

異
な
る
と
い
う
言
い
方
は
あ
り
得
な
い
。
少
な
く
と
も
、
班
固
は
五
行
順
逆
篇
を
目
に
し

て
い
な
い
。 

つ
ま
り
、
五
行
順
逆
篇
も
「
五
行
伝
月
令
」
と
同
様
に
、
時
令
説
と
『
洪
範
五
行
伝
』

と
を
融
合
さ
せ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
月
令
に
従
っ
て
『
洪
範
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五
行
伝
』
を
書
き
換
え
た
劉
歆
よ
り
も
、
程
度
が
進
ん
で
い
る
と
謂
え
よ
う
。 

五
行
順
逆
篇
と
対
照
的
な
の
が
、
五
行
五
事
篇
で
あ
る
。
こ
の
篇
は
洪
範
五
行
の
説
を

主
眼
と
し
、
前
半
部
で
は
、
『
洪
範
五
行
伝
』
に
従
っ
て
五
行
と
五
事
と
を
直
接
結
び
つ

け
、
王
者
が
五
事
の
理
想
的
状
態
を
保
つ
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る(

34)

。
そ
し
て
中
間
部

で
は
、
五
事
の
理
想
的
状
態
に
つ
い
て
洪
範
九
疇
に
基
づ
い
て
説
明
す
る(

35)

。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
篇
が
、
洪
範
五
行
の
説
を
核
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

し
か
し
、
後
半
部
で
は
、
こ
う
し
た
土
台
の
上
に
、
時
令
的
要
素
を
付
加
し
た
説
が
展

開
さ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
う
ち
の
二
例
を
挙
げ
る
。 

 

王
者
能
敬
則
肅
、
肅
則
春
氣
得
、
故
肅
者
主
春
。
春
陽
氣
微
、
萬
物
柔

易
、
移
弱
可
化
。
於
時
陰
氣
爲
賊
、
故
王
者
欽
、
欽
不
以
議
陰
事
、
然

後
萬
物
遂
生
、
而
木
可
曲
直
也
。
春
行
秋
政
、
則
草
木
凋
。
行
冬
政
、

則
雪
。
行
夏
政
、
則
殺
。
春
失
政
、
則
（
原
闕
） 

王
者
が
敬
い
深
け
れ
ば
厳
粛
で
あ
り
、
厳
粛
で
あ
れ
ば
春
気
が
得
ら
れ
る
。
厳
粛
さ

が
春
を
司
る
の
で
あ
る
。
春
は
陽
気
が
ま
だ
弱
く
、
万
物
が
柔
ら
か
く
移
ろ
い
や
す

く
、
柔
弱
で
あ
る
の
で
変
化
で
き
る
。
こ
の
時
に
は
、
陰
気
が
時
節
を
害
す
る
。
そ

こ
で
、
王
者
は
恭
し
く
慎
む
の
で
あ
り
、
陰
事
を
企
む
こ
と
は
控
え
る
。
す
る
と
、

万
物
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
、
木
を
う
ま
く
曲
げ
た
り
真
っ
直
ぐ
に
し
た
り
で
き
る
。

春
に
秋
の
政
を
行
う
と
、
草
葉
が
枯
れ
落
ち
る
。
冬
の
政
を
行
う
と
、
雪
が
降
る
。

夏
の
政
を
行
う
と
、
殺
生
が
起
こ
る
。
春
に
政
治
が
乱
れ
る
と
、（
原
闕
） 

 

王
者
能
治
則
義
立
、
義
立
則
秋
氣
得
、
故
乂
者
主
秋
。
秋
氣
始
殺
、
王

者
行
小
刑
罰
、
民
不
犯
、
則
禮
義
成
。
於
時
陽
氣
爲
賊
。
故
王
者
輔
以

官
牧
之
事
、
然
後
萬
物
成
熟
、
秋
草
木
不
榮
華
、
金
從
革
也
。
秋
行
春

政
、
則
華
。
行
夏
政
、
則
喬
。
行
冬
政
、
則
落
。
秋
失
政
、
則
春
大
風

不
解
、
雷
不
發
聲
。 

王
者
が
物
事
を
よ
く
治
め
れ
ば
義
が
通
り
、
義
が
通
れ
ば
秋
気
が
得
ら
れ
る
。
義
が

秋
を
司
る
の
で
あ
る
。
秋
気
は
殺
気
の
始
め
で
あ
る
。
王
者
が
小
さ
い
刑
罰
を
執
行

し
、
民
が
犯
罪
を
行
な
わ
な
い
の
で
、
礼
・
義
が
成
る
。
こ
の
時
に
は
、
陽
気
が
時

節
を
害
す
る
。
そ
こ
で
、
王
者
は
統
制
を
強
め
る
こ
と
で
秋
気
を
助
け
る
。
す
る
と
、

万
物
が
成
熟
し
、
秋
に
草
木
が
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
は
な
く
、
金
属
を
う
ま
く
変
形

さ
せ
ら
れ
る
。
秋
に
春
の
政
を
行
う
と
花
が
咲
く
。
夏
の
政
を
行
う
と
、
樹
木
が
高

く
伸
び
る
。
冬
の
政
を
行
う
と
、
枯
れ
落
ち
る
。
秋
に
政
治
が
乱
れ
る
と
、
春
に
強

風
が
吹
い
て
氷
が
解
け
ず
、
雷
鳴
が
生
じ
な
い
。 

 

「
敬
」「
肅
」
と
い
う
の
は
、
五
事
の
「
貌
」（
五
行
で
は
木
に
当
た
る
）
の
理
想
的
状
態

で
あ
る(

36)

。
こ
こ
で
は
、
「
貌
」
が
理
想
的
状
態
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
春
気
」
が

得
ら
れ
る
と
言
う
。
そ
し
て
、「
春
気
」
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
木
可
曲
直
」
と
い

う
、
五
行
の
木
の
理
想
的
状
態
が
実
現
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
為
政
者
の
言

動
で
あ
る
五
事
と
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
安
定
し
た
り
損
な
わ
れ
た
り
す
る
五
行
と
の
間

に
「
春
気
」
と
い
う
概
念
が
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
に
わ
か
に
時
令
的
な
色
合
い
が
生
じ

て
来
て
い
る
。
そ
し
て
、
続
く
「
春
行
秋
政
…
…
」「
行
冬
政
…
…
」「
行
夏
政
…
…
」
等

と
い
っ
た
記
述
は
、
完
全
に
時
令
の
説
を
用
い
て
い
る(

37)

。 

「
治
」
「
義
（
乂
）
」
は
、
五
事
の
「
言
」
（
五
行
で
は
金
に
当
た
る
）
の
理
想
的
状
態

で
あ
る(

38)

。
「
王
者
能
治
則
義
立
…
…
」
の
段
も
、
や
は
り
「
秋
気
」
を
媒
介
と
し
て

用
い
、
そ
し
て
、
末
尾
は
完
全
に
時
令
的
文
言
を
以
て
結
ぶ
。 

前
半
・
中
間
部
で
『
洪
範
五
行
伝
』
に
基
づ
い
て
王
者
の
修
め
る
べ
き
徳
目
を
説
い
て

い
る
の
に
も
拘
ら
ず
、
後
半
部
で
は
そ
れ
ら
の
徳
目
が
「
春
気
」
「
秋
気
」
と
関
連
し
て

説
か
れ
、
季
節
ご
と
に
修
め
る
事
柄
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
全
篇
を
通
じ
て
読
ん
だ

場
合
、
五
事
が
果
た
し
て
通
年
で
維
持
す
べ
き
も
の
な
の
か
、
季
節
ご
と
に
切
り
替
え
る
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べ
き
も
の
な
の
か
が
、
不
明
確
で
あ
る
。
こ
の
不
明
確
さ
は
、
や
は
り
時
令
と
洪
範
五
行

と
い
う
異
な
る
系
統
の
五
行
説
を
融
合
さ
せ
た
た
め
に
、
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

五
行
順
逆
篇
は
時
令
説
を
主
体
と
し
、
『
洪
範
五
行
伝
』
に
関
す
る
説
を
取
り
込
ん
で

い
る
。
一
方
、
五
行
五
事
篇
は
五
行
伝
の
説
を
核
と
し
、
時
令
的
要
素
も
強
い
。
両
者
と

も
、
本
来
は
趣
旨
・
内
容
が
異
な
る
『
洪
範
五
行
伝
』
と
時
令
を
、
五
行
と
い
う
次
元
で

融
合
さ
せ
て
い
る
。
論
理
に
不
明
確
さ
や
不
整
合
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
に
本
来
異

な
る
話
題
に
つ
い
て
の
説
を
五
行
を
媒
介
に
し
て
結
び
付
け
、
融
合
さ
せ
る
営
為
に
は
、

五
行
に
つ
い
て
体
系
的
・
総
合
的
に
論
じ
る
意
識
が
見
出
せ
る
。 

 

『
南
斉
書
』
五
行
志
の
引
く
『
伝
』
に
つ
い
て 

 

『
漢
書
』
が
五
行
志
を
設
け
た
後
、『
続
漢
書
』『
宋
書
』
が
そ
れ
を
継
い
だ
。
三
者
は

い
ず
れ
も
諸
災
異
を
五
行
・
五
事
・
皇
極
に
分
類
し
て
記
録
し
、
各
項
目
の
冒
頭
で
『
洪

範
五
行
伝
』
の
文
言
を
引
く
と
い
う
体
裁
を
取
る
。
つ
ま
り
、
災
異
記
事
を
『
洪
範
五
行

伝
』
の
体
系
下
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
梁
代
に
蕭
子
顕
が
著
し
た
『
南
斉
書
』
五
行
志
で
は
そ
の
体
裁
が
崩
れ
、
と

り
わ
け
、
そ
れ
ら
で
引
用
さ
れ
る
『
伝
』
は
、
漢
志
に
見
え
る
『
洪
範
五
行
伝
』
『
洪
範

五
行
伝
論
』
と
は
大
幅
に
文
言
が
異
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
文
言
の
変
化
に
は
、
上
で
考

察
し
た
『
春
秋
繁
露
』
五
行
順
逆
も
多
少
関
係
し
て
い
る
。
（
そ
も
そ
も
五
行
順
逆
篇
自

体
が
漢
代
の
成
立
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
）
五
行
順
逆
篇
に
見
ら
れ
た
時
令
・
洪
範
五
行

の
融
合
が
、
漢
代
以
降
に
も
続
い
た
こ
と
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。 

『
南
斉
書
』
五
行
志
で
は
、
五
行
・
五
事
・
皇
極
の
各
冒
頭
部
に
『
洪
範
五
行
伝
』
を

引
用
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
雷
・
地
震
・
旱
・
流
言
等
々
、
災
異
の
種
類
ご
と
に
断
片
的
に

『
伝
』
を
引
く
。
種
々
の
災
異
を
記
録
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
説
を
掲
げ
る
こ
と
は
重
視

す
る
が
、『
洪
範
五
行
伝
』
の
体
系
へ
の
意
識
は
非
常
に
弱
く
な
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
南
斉
志
の
引
く
『
伝
』
の
内
容
自
体
も
、
従
来
の
五
行
志
と
は
異
な
り
、
少

な
く
と
も
班
固
の
時
の
『
洪
範
五
行
伝
』
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
以
下
は
、

そ
の
「
水
伝
」
の
文
で
あ
る
。 

 

水
、
北
方
冬
、
藏
萬
物
、
氣
至
陰
也
。
宗
廟
祭
祀
之
象
。
死
者
精
神
放

越
不
反
、
故
爲
之
廟
以
收
其
散
、
爲
之
貌
以
收
其
魂
神
、
而
孝
子
得
盡

禮
焉(

39)

。
敬
之
至
、
則
神
歆
之
、
此
則
至
陰
之
氣
從
、
則
水
氣
從
溝

瀆
隨
而
流
去
、
不
爲
民
害
矣
。
人
君
不
禱
祀
、
簡
宗
廟
、
廢
祭
祀
、
逆

天
時
、
則
霧
水
暴
出
、
川
水
逆
溢
、
壞
邑
軼
郷
、
沈
溺
民
人
、
故
曰
水

不
潤
下
。 

水
は
北
方
・
冬
に
当
た
り
、
万
物
を
収
蔵
し
、
そ
の
気
は
至
陰
で
あ
る
。
宗
廟
・
祭

祀
の
象
で
あ
る
。
死
者
の
精
神
は
あ
ち
こ
ち
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
帰
っ
て
来
な
い
の

で
、
彼
ら
に
廟
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
散
り
散
り
の
精
神
を
集
め
、
彼
ら
の
宿
る
形

体
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
魂
神
を
集
め
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
孝
子
が
礼
を
尽
く

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
十
分
に
敬
え
ば
、
神
が
そ
れ
を
享
受
し
、
至
陰
の
気

が
正
常
に
運
行
し
、
水
気
が
溝
に
そ
っ
て
流
れ
、
人
々
に
害
を
な
さ
な
い
。
も
し
君

主
が
、
祈
祷
を
し
な
か
っ
た
り
、
宗
廟
を
疎
か
に
し
た
り
、
祭
祀
を
執
り
行
わ
な
か

っ
た
り
、
天
の
時
に
逆
ら
っ
た
り
す
れ
ば
、
霧
・
水
が
突
然
出
て
来
て
、
川
の
水
が

逆
流
・
決
壊
し
、
村
落
を
破
壊
し
、
人
々
を
溺
れ
さ
せ
る
。
こ
の
た
め
、
水
が
潤
い

下
ら
な
い
と
言
う
の
だ
。 

 
一
見
し
て
、
『
洪
範
五
行
伝
』
本
来
の
文(

40)

と
は
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
実
線
部
は

『
洪
範
五
行
伝
』
の
文
言
で
あ
り
、
波
線
部
は
漢
志
が
「
説
曰
」
と
し
て
引
く
字
句(

41)

に
近
い
が
、
そ
の
他
に
、
点
線
部
は
『
春
秋
繁
露
』
五
行
順
逆
の
「
水
者
冬
、
藏
至
陰
也
。

宗
廟
祭
祀
之
始
」
の
内
容
と
共
通
す
る
。 

ま
た
、「
木
伝
」
も
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
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東
方
。
易
經
地
上
之
木
爲
觀
。
故
木
於
人
、
威
儀
容
貌
也
。
木
者
春
、

生
氣
之
始
、
農
之
本
也
。
無
奪
農
時
、
使
民
歲
不
過
三
日
、
行
什
一
之

税
、
無
貪
欲
之
謀
、
則
木
氣
從
。
如
人
君
失
威
儀
、
逆
木
行
、
田
獵
馳

騁
、
不
反
宮
室
、
飲
食
沈
湎
、
不
顧
禮
制
、
出
入
無
度
、
多
發
繇
役
、

以
奪
民
時
、
作
爲
姦
詐
、
以
奪
民
財
、
則
木
失
其
性
矣
。
蓋
以
工
匠
之

爲
輪
矢
者
多
傷
敗
、
故
曰
木
不
曲
直
。 

東
方
に
つ
い
て
。
『
易
経
』
で
は
地
上
の
木
を
観
☴
☷
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
人
に

つ
い
て
の
場
合
、
木
は
威
儀
・
容
貌
に
当
た
る
。
木
は
春
で
あ
り
、
生
気
の
始
め
で

あ
り
、
農
事
の
根
本
で
あ
る
。
農
時
を
を
奪
わ
ず
、
人
々
を
年
に
三
日
以
上
労
役
さ

せ
ず
、
十
分
の
一
の
税
率
を
施
行
し
、
貪
欲
な
企
み
を
し
な
け
れ
ば
、
木
気
が
正
常

に
運
行
す
る
。
も
し
君
主
が
、
威
儀
を
保
た
ず
、
木
行
の
規
則
に
逆
ら
い
、
狩
を
し

て
駆
け
回
り
、
宮
室
に
帰
ら
ず
、
飲
食
に
ふ
け
っ
た
り
、
礼
や
制
度
を
顧
み
ず
、
出

入
に
節
度
が
無
く
、
労
役
を
乱
発
し
て
人
々
の
時
を
奪
い
、
邪
な
企
み
を
弄
し
て

人
々
の
財
産
を
奪
え
ば
、
木
が
本
来
の
性
質
を
失
う
。
職
人
が
車
輪
を
作
る
際
に
失

敗
が
増
え
る
。
こ
の
た
め
、
木
が
曲
が
っ
た
り
真
っ
直
ぐ
に
し
た
り
で
き
な
く
な
る
、

と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

点
線
部
は
や
は
り
五
行
順
逆
篇
と
共
通
す
る
。
ま
た
波
線
部
は
、
「
説
曰
」
に
見
え
る
字

句
で
も
あ
り
、
か
つ
、
上
で
考
察
し
た
よ
う
に
五
行
順
逆
篇
に
も
共
通
す
る
字
句
が
多
い
。 

 

五
行
順
逆
篇
は
時
令
説
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
『
洪
範
五
行
伝
』
の
説
を
取
り
込
ん
で

い
た
。
一
方
、
『
南
斉
書
』
五
行
志
の
引
く
『
伝
』
は
、
洪
範
五
行
の
学
説
を
軸
に
し
な

が
ら
、
更
に
五
行
順
逆
篇
の
内
容
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
南
斉
志
の
引
く
『
伝
』
に
は
、

こ
の
よ
う
な
謂
わ
ば
二
重
構
造
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
に
は
既
に
『
洪

範
五
行
伝
』
と
時
令
と
の
間
の
垣
根
が
相
当
に
低
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
形
成
さ
れ
た
言

説
・
配
当
は
、
五
行
の
水
や
木
と
い
う
抽
象
的
次
元
を
経
由
し
て
、
相
互
に
干
渉
し
合
っ

て
い
た
の
で
あ
る(

42)

。 

 -------------------- 
 

劉
向
・
劉
歆
以
降
の
五
行
説
は
、
月
令
・『
五
行
伝
』・
説
卦
伝
等
、
異
な
る
系
統
に
属

す
る
い
く
つ
か
の
説
を
、
う
ま
く
関
連
付
け
て
辻
褄
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
『
劉
歆
伝
』
の
よ
う
に
、
依
拠
す
る
テ
キ
ス
ト
自
体
を
書
き
換
え
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
羊
は
月
令
で
春
（
木
）
に
配
当
さ
れ
、
『
洪
範
五
行
伝
』
で

視
（
火
）
に
配
当
さ
れ
る
の
で
、
劉
歆
は
羊
を
木
に
属
す
る
と
見
な
し
て
『
洪
範
五
行
伝
』

の
文
言
を
書
き
換
え
た
。
本
節
で
は
、
後
漢
以
降
に
、
辻
褄
を
合
わ
せ
る
た
め
の
複
雑
な

注
や
、
様
々
な
系
統
の
五
行
説
を
融
合
さ
せ
た
テ
キ
ス
ト
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。 

 

系
統
の
異
な
る
経
説
や
五
行
説
を
結
び
付
け
る
上
で
重
要
な
の
は
、
一
つ
の
文
献
の
ご

く
短
い
字
句
の
み
か
ら
長
大
な
理
法
を
展
開
す
る
こ
と
よ
り
も
、
複
数
の
文
献
か
ら
明
文

を
探
し
出
し
て
来
て
提
示
し
、
相
互
の
関
連
性
と
自
説
の
妥
当
さ
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
明
証
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
に
は
個
々
の
文
献
が
説

い
て
い
る
論
理
を
離
れ
て
、
他
の
文
献
と
の
整
合
の
た
め
に
恣
意
的
な
解
釈
や
改
変
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
甚
だ
し
い
場
合
に
は
「
五
行
伝
月
令
」
の
よ
う
に
、
諸
文
献
か

ら
関
連
す
る
説
を
引
い
て
総
花
的
に
列
挙
し
、
内
部
で
論
理
が
衝
突
す
る
例
す
ら
見
ら
れ

る
。 

 

次
節
で
は
、
鄭
玄
の
五
行
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
鄭
玄
は
他
の
学
者
に
も
増
し
て
明

証
を
重
視
し
、
徹
底
し
て
経
典
の
明
文
に
基
づ
い
て
説
を
な
し
た
。
五
行
に
関
し
て
も
、

様
々
な
文
献
に
基
づ
き
、
複
雑
な
論
理
を
展
開
し
て
い
る
。 

 


